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AI歴25年。数百のAI/データ活⽤/DXプロジェクト。

1996年、18歳からAIプログラミングを始める。⽶国ミネソタ⼤学⼤学院在学中
に起業し、AIを⽤いたサービスを開始。AIに関する実装、論⽂調査、システム
設計、ビジネスコンサル、教育等幅広く⼿がけた後、AIスタートアップのエク
サウィザーズに参画し、技術専⾨役員としてAI部⾨を統括。数⼈のチームから
スタートし、組織開発しながら40-50のAI案件を並⾏して⾏う組織にスケール。
上場後、独⽴。

働き⽅や組織開発の視点からDAOの可能性に惹かれ、DAO総研を設⽴。

国際コーチング連盟ACC。
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カナメプロジェクトについて

AI
数百のAIプロジェクト/DX経験

• GPT / ⽣成AI系開発
• AI開発
• AI/DXに関するコンサルティング
• AI/DX⼈材育成（リスキリング）

Web3
DAOに関する専⾨性

• Web3/DAOに関する伴⾛⽀援/コン
サルティング

• Web3システム開発
• Web3関連セミナー/研修等教育⽀援
• DAO総研メディア運営

• https://the-wave.xyz/

※DAO＝主にWeb3関連技術を⽤いて組成される分散⾃律
型組織
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弊社は25年のAI経験とWeb3を強みとし、
コンサルティング、開発、教育研修/⼈材育成等を⾏なっています

その他、採⽤や組織づくり等、組織開発⽀援も⾏なっております
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• 中⻑期的に起こりそうなこと
– AIの進化のイメージ
– 技術の延⻑線上に⾒えること
– 起こりそうな社会変化
– 中⻑期的な教育のアップデート
– 最後までAIに奪われないもの
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ChatGPTとは︖
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定義
• OpenAIによって開発されたAIに基づく⼤規模な⾔語モデル
• ⾃然⾔語を解釈し、⼈間が理解できるようにテキストを⽣成す
る能⼒を持つ

機能と⽤途

• 質問応答、⽂章作成、概念の説明、アイデアの提案など、さま
ざまなタスクに利⽤できる

• ビジネス、エンターテイメント、教育など、多岐にわたる分野
で活⽤可能

仕組み • ⼤量のテキストデータからパターンを学び、それを使って新し
いテキストを⽣成

ビジネスへの活⽤ • 業務⾃動化、効率化
• コンテンツ⽣成、アイデア創出



ChatGPTで出来ることの例︓講演タイトルを考えてもらう
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ChatGPTで出来ることの例︓講演タイトルを考えてもらう
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ChatGPTで出来ることの例︓スライドの中⾝を考えてもらう

9



ChatGPTで出来ることの例︓スライドの中⾝を考えてもらう
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この内容をベースに、修正を加えてスライド化



史上最も急成⻑しているアプリ
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https://www.statista.com/chart/29174/time-to-one-million-users/

• ５⽇で100万ユーザー / ２ヶ⽉で⽉間1億ユニークユーザー

100万ユーザー達成まで
かかった⽇数の⽐較



様々な試験にも合格

司法試験、医師国家試験、MBAの試験に合格し、⼈と⾒分
けのつかないラブレターを書くAI

• 司法試験（⽶国）で上位10%の成績※1

• 医師試験（⽶国）で合格ライン※2

• ペンシルバニア⼤学ウォートン・スクールのMBA最終試験に
合格※3

• 第117回医師国家試験（⽇本）で合格点に到達※4

• ChatGPTが書いたラブレターを3⼈に2⼈は⾒分けられず※5

1. https://www.idnet.co.jp/column/page_260.html
2. https://news.yahoo.co.jp/articles/46346ffb8919781adffe155ca2d9093eec1a769b
3. https://www.nbcnews.com/tech/tech-news/chatgpt-passes-mba-exam-wharton-professor-rcna67036
4. https://micin.jp/news/10073
5. https://news.mynavi.jp/techplus/article/20230210-2587590/
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GPT APIを使った様々な独⾃システム開発

– カスタムチャットボット: 
• 企業内の独⾃データを利⽤したお客様サポートや社内コミュニケー
ション

– コンテンツ⽣成: 
• ⾃動記事作成、広告コピー、SNS投稿などのマーケティング素材⽣成

– マッチング/レコメンデーション︓
• 求⼈と求職者、参加メンバーのグルーピング、商品と消費者

– フィードバック/コーチング:
• ⽬標設定のサポート、振り返りへのフィードバック、

– ⼈事・採⽤: 
• 履歴書や職務経歴書の分析、適性評価のサポート

– 教育・トレーニング: 
• 個別の学習ニーズに合わせた教材⽣成や質問への回答
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開発例︓LinkedInのプロフィールと採⽤要件を照合し、スカウ
トを送るかどうかをGPTを⽤いて⾃動推論
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プラグイン機能が有料ユーザーに開放

チャット内に閉じず、様々なサービスと連携したアクショ
ンが取れるように
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• ネットを検索
• pdfを読ませる
• メールと連携
• カレンダーと連携
• ⾷べログを検索
• 航空路線を検索
• …etc

• チャートでまとめる
• メールを送信
• カレンダーに予定を⼊⼒
• レストランを予約
• ⾶⾏機を予約
• 複雑な計算をする
• …etc

プラグイン導⼊

これまで（ChatGPT単体） 2021年9⽉までの
知識をもとに、
Chat内で
テキストによる応答



AIが⽬や⽿を持つように

近い将来、テキストに加えて様々な⼊⼒にも対応されると
思われる
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テキスト

画像 ⾳声

動画

プラグイン



近⽇公開の画像認識機能

17https://openai.com/research/gpt-4

常識的感覚を持ち合わせつつ、画像を理解



近⽇公開の画像認識機能

18https://openai.com/research/gpt-4

図を理解して、複雑な計算の問題を解く



近⽇公開の画像認識機能デモ

ラフスケッチをもとに、Webサイトのコードを作成
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https://www.youtube.com/watch?v=outcGtbnMuQ



アプリへの導⼊︓Microsoft365
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https://www.youtube.com/watch?v=Bf-dbS9CcRU
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⾃律型エージェント
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GPTはやり⽅を考えたり、プランを⽴てるのが得意

やってほしいことのゴールだけ与えて、
やり⽅を考えてもらおう︕

⼿順にそって
順番に実⾏

サブタスク・
サブ⼿順も
作成

やってみた
結果を反映し
タスクを修正



⾃律型エージェントの例︓ cognosys

23https://app.cognosys.ai/



教育における GPT の活⽤事例を調査し、報告してください

• 教育における GPT の例
– A. パーソナライズされた学習

1. アダプティブラーニングプラットフォーム
2. カスタマイズされた学習教材

– B. 個別指導とメンタリング
1. 学⽣サポートのための AI を活⽤したチャットボット
2. 問題解決と批判的思考の⽀援

– C. 作⽂の執筆と採点
1. AI が⽣成したエッセイ草稿
2. ⾃動エッセイ評価

– D. ⾔語学習
1. ⾃然⾔語処理アプリケーション
2. AI ⽀援による⾔語翻訳
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教育における GPT の活⽤事例を調査し、報告してください

• 教育における GPT の利点
– A. ⽣徒の関与の強化

1. インタラクティブな学習体験
2. 個別のフィードバック

– B. 教育成果の向上
1. データ主導の意思決定
2. 学習ギャップの早期特定

– C. 時間とリソースの効率
1. 管理タスクの⾃動化
2. 教育者の負担軽減

– D. アクセシビリティと包括性
1. 障害のある⽣徒へのサポート
2. デジタル格差の解消
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教育における GPT の活⽤事例を調査し、報告してください

• 教育における GPT の課題
– A. データのプライバシーとセキュリティに関する懸念

1. ⽣徒の情報の保護
2. AI によって⽣成されたデータの倫理的使⽤

– B. AI によって⽣成された誤った情報の可能性
1. AI によって⽣成されたコンテンツの正確性の確保
2. 批判的思考の開発

– C. 導⼊と統合の障壁
1. AI テクノロジーの⾼コスト
2. 教育者の変化に対する抵抗

– D. 倫理的配慮
1. AI の偏⾒と公平性
2. 教育部⾨の雇⽤への影響
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⾃律型エージェントが⼈間に仕事を依頼したら。。︖

27

GPT-4の
公式技術レポート



いつ、汎⽤⼈⼯知能は実現するのか
• グーグルディープマインドのデミス・ハサビスCEOは、⼈⼯
知能（AI）が⼈間並みの認知に到達するのは「今後数年から
おそらく10年以内」と予測した。※1

• AIの⽗の⼀⼈、ジェフリー・ヒントン⽒がGoogleを退社。
AIの危険性を訴えた※2

• 「2050年までに、役に⽴たない階級が現れるかもしれません。
それは、仕事の不⾜や関連する教育の不⾜だけでなく、新し
いスキルを学び続けるための⼗分な精神的なスタミナの不⾜
の結果として⽣じる可能性があります」（ユヴァル・ノア・
ハラリ）

1. https://jp.cointelegraph.com/news/google-deepmind-ceo-demis-hassabis-says-we-may-have-agi-in-the-next-
few-years

2. https://www.youtube.com/watch?v=DsBGaHywRhs

28

https://jp.cointelegraph.com/news/google-deepmind-ceo-demis-hassabis-says-we-may-have-agi-in-the-next-few-years
https://jp.cointelegraph.com/news/google-deepmind-ceo-demis-hassabis-says-we-may-have-agi-in-the-next-few-years
https://www.youtube.com/watch?v=DsBGaHywRhs


ChatGPT以外の⼤規模⾔語モデル(LLM)⽐較
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⾔語モデリン
グサービス 主な特徴と機能 使⽤例 懸念事項/

安全対策
出
典

OpenAIの
ChatGPT

詳細な回答、ゲー
ム、⾳楽、⼩説、
スクリプトの作成、
個別化された対応

会話、エンターテイ
メント、クリエイ
ティブなコンテンツ
⽣成、パーソナライ
ズされたセラピー

誤解を招く回答、不
正⾏為、情報漏洩、
倫理的懸念、中⽴性

●

Microsoft 
Bing と Edge

AI検索アルゴリズ
ム、関連性と包括
的な回答、チャッ
ト機能

Webブラウジング、
検索⽀援、タスク管
理、コンテンツ⽣成

有害なコンテンツ対
策実施

●

Google Bard

⾃然⾔語会話、
ウェブサイト、
メッセージングプ
ラットフォーム、
アプリケーション
統合

会話型AI、カスタ
マーサポート、ウェ
ブサイト統合、メッ
セージングプラット
フォーム

180ヶ国以上で利⽤
可能、無料

●

https://app.cognosys.ai/ にてリサーチ後、ChatGPTにて表形式に要約/整形

https://ja.wikipedia.org/wiki/ChatGPT
https://blogs.microsoft.com/blog/2023/02/07/reinventing-search-with-a-new-ai-powered-microsoft-bing-and-edge-your-copilot-for-the-web/
https://www.techtarget.com/searchenterpriseai/definition/Google-Bard
https://app.cognosys.ai/


ChatGPTでできること

ChatGPT

プラグイン ChatGPT
ChatGPT

単体

GPTシス
テム開発

GPTシステム
GPT

アプリ

⾃律型

エージェント
エージェント

マルチ

モーダル
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巨⼤⾔語モデル（LLM)を
今の教育に活⽤するなら



教育導⼊への利点と課題

32

⽣徒の関与の強化

利点

• インタラクティブな学習体験
• 個別のフィードバック

• データ主導の意思決定
• 学習ギャップの早期特定

• 管理タスクの⾃動化
• 教育者の負担軽減

教育成果の向上

時間とリソースの効率

アクセシビリティと包括性 • 障害のある⽣徒へのサポート
• デジタル格差の解消

データのプライバシーと
セキュリティに関する懸念

課題

• ⽣徒の情報の保護
• AI によって⽣成されたデータの倫理的使⽤

• AI によって⽣成されたコンテンツの正確性の
確保

• 批判的思考の開発

• AI テクノロジーの⾼コスト
• 教育者の変化に対する抵抗

誤った情報と思考⼒

導⼊と統合の障壁

倫理的配慮 • AI の偏⾒と公平性
• 教育部⾨の雇⽤への影響



教育への導⼊例
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個別指導・チュータリング

教育成果
の向上

• 学習者からの質問に対する回答
• 課題や問題解決のサポート
• 個別学習プランの提案

• 記述問題の評価
• 課題やテストの解説
• 学習者の弱点や改善点の指摘

• 成績表やレポートカードの⽣成
• 学習者の学習パターンの分析

⾃動フィードバック・採点

学習者の進捗管理・分析

授業コンテンツ作成⽀援時間とリ
ソースの
効率

• 学習資料やワークシートの⽣成
• クイズや試験問題の⽣成
• 講義スクリプトの作成
• カリキュラム設計のサポート
• 講義や授業のアイデア提案授業設計⽀援

コーチング・メンタリング
• ⽬標設定のサポート
• 振り返りのサポート
• 学習の伴⾛⽀援

学習コミュニティ⽀援アクセシ
ビリティ
と包括性

• トピックや質問の提案
• 学習者同⼠の協⼒やコラボレーション促進
• グループ活動やプロジェクトのアイデア提供
• 個別化学習プラン作成
• リソースや⽀援サービスの提案スペシャルニーズ教育

⽣徒の関
与の強化



コーチング・メンタリングの例

34https://twitter.com/ume_nanminchamp/status/1641703840276959232
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児童⽣徒向けAIの考え⽅、提⾔
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AIを児童⽣徒にとって

「学びの楽しさを増幅する存在」
にしていこう

AIを、⼈が介⼊しないからこそ何でも話せる存在にしよう

その際、やり取りを「評定に利⽤しない」
ことで、児童⽣徒が本⾳を話せる関係にしよう

SOSの時は、アラートを上げるような仕組みにしよう



GPTのようなLLMの登場による教師の役割変化の観点
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真の個別最適化された学習の実現

• LLMを活⽤し、本当の意味で児童⽣徒それぞれに個別最適化された学習経験を提供

各教科ごとのものの⾒⽅、考え⽅を伝える

•例えば理科の場合「XXとXXを⽐較してみる」「仮説を⽴てて実験してみる」「共通項を探してくる」
など、１段メタな⾒⽅、考え⽅を伝える

ソフトスキルの育成

• 知識の伝達からソフトスキル（批判的思考、コミュニケーション、協⼒、創造性など）の育成に重点
を置くように

メンターとしての役割強化

• LLMが知識伝達の役割を担うようになると、教師はよりメンターとしての役割が重要になり、⽣徒の個
性や才能を引き出すための指導や励ましを提供

学びのおもしろさを伝える

• ⼈間だからこそ、教師の熱量も含めて伝わるものがある



教育・学びの変化（短期）
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個別化された学習経験

•⽣徒⼀⼈ひとりに合わせた学習プランが実現され、教育の質が向上

知識の習得からスキルの育成へ

•知識の習得だけでなく、ソフトスキルや情報・AIを使いこなす⼒の育成が重視されるよ
うに

学びの場の拡⼤

•オンライン教育やリモート教育の普及により、学習環境が多様化し、教育のアクセシビ
リティが向上

⽣涯学習の推進

• LLMを利⽤して⾃⼰学習が容易になり、⽣涯学習の重要性がより強調されるように



AI時代の教育に向けた議論の論点

40

教員の研修とスキル向上 • 教員本⼈がLLMの操作⽅法や活⽤法を習得する研修
• LLMを活⽤した適切な指導を⾏えるようにスキル向上

• データプライバシーと情報セキュリティの確保
• AI倫理に関するガイドラインの策定と徹底
• ⽣徒や教員への倫理教育の実施

• LLMを活⽤した学習⽀援や質問解決のシステム構築
• ⽣徒のデータ分析を⽤いた進捗管理や適切な指導法の選択

注意点と倫理的配慮

児童⽣徒のサポート

教員養成プログラムの改⾰ • LLMやデジタルスキルを含む新しい教員養成カリキュラム
• メンタリングやソフトスキルの育成

• 教員だけでは対応しきれない範囲において、いかに地域や専⾨
家、企業⼈と連携していくか連携とコラボレーション

教育プログラムの改⾰ • LLMを活⽤した個別化学習プランの導⼊
• 知識とソフトスキルのバランスを考慮したカリキュラムの改善

• LLMにより⽣産性を上げて教員の負荷を下げるシステムの開発
• LLMにより教員の⼒を増幅させるシステムの開発先⽣の⽀援・働き⽅改⾰



LLMを教育に活⽤するかどうかに関する私⾒

• LLMが存在しない前提のカリキュラムになっているため、
LLMが誕⽣したことによるコンフリクトが起こっている

• 評定/評価基準を⾒直す
• そもそも何を教えるかを⾒直す

• 真の個別最適化された学習が実現すれば、今のような評
定/評価は不要になるのではないだろうか

• そもそも、外からの評価といったものが不要な社会に
なっていくのではないか
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中⻑期的に起こりそうなこと



AIの進化イメージ（想像）︓中期

LLMを活⽤した⾃律型エージェントが進化し、⼈間に仕
事を依頼するようになる

テキストだけでなく、画像や⾳声、動画なども扱えるよ
うに

メガネ型デバイスと連携し、バーチャルAIとのインタラ
クティブなコミュニケーション（Mixed-Reality）

個⼈のあらゆるデータを蓄積し、秘書的な役割を担う
パーソナルAIが発達
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AIの進化イメージ（想像）︓⻑期

⼈型ロボットに⾃律型AIを搭載（ロボットの開発には時
間が掛かるため、いつになるかは読みにくい）

物理空間上を動き回り、⾃律的にデータや経験を獲得

各個体の経験は基盤モデルのAIに蓄積され、⼈智を超え
ていく

企業向けには⽉額いくらで貸し出され、従業員の代替に
なる。基盤モデルへの学習不可機体が企業向けに出回る
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技術の延⻑線上にみえること

• 知識︓たまに嘘をつくが、⼈智を超えたレベル

• 批判的思考⼒︓⼈類でも上位レベル

• 創造⼒︓⼈類でも上位レベル
• ホスピタリティ︓現状でも相⼿に合わせてメールを
書き換えてくれる程度には

• マネジメント︓近い将来、AIが⼈をマネジメントす
るようになりそう

︙

• ⼈間として「役に⽴つ」スキルは︖

• 「頭がいい」ことはいつまで重要視されるのか
– 幕末までは、剣道が強いことが重要スキルだった 45

AIに
置き換えられない
と
⾔われていた
領域

「頭がよくて」「役に⽴つ」ことはAIがやるようになるのではないか



46

⼈間はいつまで「考える葦」
なのだろうか

⼈間＝思考と捉えるから
AIに仕事・価値を奪われるのではと
怯えるのではないか



起こりそうな社会変化

• 社会で「求められる⼈材」は変化しそうだ

が

• そもそも「求められる⼈材になる⽣き⽅」はいつまで続くの
だろうか

つまり

• 「役に⽴つ」スキルを⾝に着け、「社会から求められ」、お
⾦を稼ぐモデルはいつまで続くのか

教育の本当の転換点は
「何かができるようになることが、あまり意味がなくなる」
となった時ではないだろうか
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起こりそうな社会変化

そうなると

• 外的価値/客体︓「求められ」「役に⽴つ」

から学ぶではなく

• 内的価値/主体︓「⾝につけたい」「◯◯の役に⽴ちたい」

から学ぶように変化していくのではないだろうか

主体が組織から個⼈へ回帰していく
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起こりそうな社会変化

• 主体が組織から個⼈へ回帰していく

ということは

• 外側の価値に引っ張られ、社会に適応するのではなく、
• ⾃分と繋がり、⾃分を活かして⽣きる・働くようになるのではない
か

そうすると

• 新しいタイプの組織が⽣まれ、働き⽅も変化するのではないか

ただし、

• あらゆる組織がアップデートするわけではなく、新しい働き⽅に対
応するレイヤーがアドオンされるイメージ
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（余談）弊社カナメプロジェクトのWeb3事業はそこに注⼒

50

↑このようにあろうとした際の、仕組みとしての受け⽫を社会に実装する



中⻑期的な教育のアップデート

教育の本当の転換点が
何かができるようになることが、あまり意味がなくった時
だとしたら、

その時は何を教えるのだろうか
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最後までAIに奪われないもの（ある意味⼈として⽣きる本質）

この世界を堪能すること

誰かの役に⽴ちたい気持ち
（広い意味での愛）
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